
小千谷市教育委員会

開校にかける願い



「不登校」に対する基本的な考え

不登校は問題行動ではない⇒誰にでも起こり
得るのが「不登校」である。

・社会的に自立することを目指す⇒目指すのは
「社会的自立」

・一人一人に合った支援をする⇒必要なのは
「学びの保障」

・不登校対策の充実を図る⇒様々な選択肢の提供



開校の目的
開校の目的は、不登校や不登校傾向の生徒に対して、
安心して学べる環境を提供することです。子どもたちが
自分のペースで学び、成長できる場所を提供することで、
全ての子どもたちが持つ可能性を引き出します。







② 新設教科「フィールドタイム」

① 新設教科「マイスタディタイム」

③ 新設教科「ふれあいタイム」

小千谷の自然豊かな環境を生かした体験活動や
探求活動を取り入れ、生徒が主体的に学び体験する。

基礎的な学習や興味のある学習に取り組みながら、
一人ひとりの状況に応じて最適な学習支援を行う。

将来を見据えてキャリア教育の視点を大切にしながら、ボードゲ
ーム等、楽しくコミュニケーション能力を高める活動を編成する。

例：キャンプ活動、民泊体験、畑作体験、
陶芸活動、サイエンス体験のほか魅力あふ
れる自然体験・探求活動など

一人一人の能力に応じ最新のICT教材ソフトを活用する。





指導上の工夫

・通知表は廃止、宿題は無しとする。

・服装等は自由とする。（制服や私服など自由に選択）

・「個別指導計画」を作成し、一人一人に応じた支援を
行う。

・生徒がリラックスできるスペースがある。

・できる限り登校のハードルを下げて、興味のある授業
や体験活動・探求活動だけ受けにくることも出席とする。

・一人一人に能力に応じたICT教材ソフトを活用する。

・カウンセラーが常駐し、いつでも相談に乗ってくれる。

（学校という概念にとらわれない）

・学校の規則は、原則無しとする。


